
2026年 6月改定対応 

電子的診療情報連携体制整備加算 2について 

当クリニックでは、医療 DXを推進し、オンライン資格確認等で取得した診療情報を安全かつ適切

に活用して、より質の高い医療を提供できる体制を整備しています。 

当クリニックの主な取組 

◆ 診療報酬のオンライン請求を行っています。 

◆ オンライン資格確認を行う体制を整備しています。 

◆ オンライン資格確認等で取得した受診歴、薬剤情報、特定健診情報その他必要な診療情報を、診

療に活用できる体制を整備しています。 

◆ マイナ保険証の利用を促進し、患者さんからの健康管理に関する相談に対応しています。 

◆ 医療情報システムの安全管理および情報セキュリティ対策に取り組んでいます。 

 

上記の体制について地方厚生（支）局へ届け出た上で、次の加算を算定します。 

区 分 点 数 

電子的診療情報連携体制整備加算 2（初診時・月 1回） 9点 

電子的診療情報連携体制整備加算 2（再診時・月 1回） 2点 

お願い 正確な診療情報を取得・活用するため、受診時にはマイナ保険証をご利用いただき、

診療情報の提供にご協力ください。 

 

制度上の位置付け 2026年 6月の診療報酬改定により、従来の「医療情報取得加算」および

「医療 DX推進体制整備加算」は廃止され、「電子的診療情報連携体制整備加算」に再編され

ました。 

 

 



2026年 6月改定対応 

医薬品の安定供給と処方に関する当院の取組 

1．一般名処方について 

当クリニックでは、後発医薬品（ジェネリック医薬品）の使用促進と医薬品の安定供給のため、医師が

医学的に適切と判断した場合に、処方箋へ医薬品の商品名ではなく有効成分名を記載する「一般名処

方」を行っています。 

一般名処方により、同じ有効成分の複数の医薬品から薬局で選択できるため、特定の医薬品が供給不足

となった場合でも必要な薬を確保しやすくなります。薬の供給状況により、薬局でお渡しする医薬品の

メーカーや名称が変更となることがあります。 

ご不明な点等はご相談ください。 

 

2．長期収載品（先発医薬品）の選定療養について 

後発医薬品のある先発医薬品（長期収載品）を患者さんの希望で選択する場合は、通常の保険診療の自

己負担とは別に「特別の料金」が生じることがあります。 

2026年 6月から特別の料金は、先発医薬品と後発医薬品の価格差の 2分の 1相当額に変更されま

した。特別の料金には消費税が加算されます。 

 

医療上の必要性がある場合や、薬局に後発医薬品の在庫がないなど、制度上の対象外となる場合があり

ます。詳しくは医師へお尋ねください。 

3．地域支援・外来医薬品供給対応体制加算 1 

当クリニックでは、後発医薬品の品質・安全性・安定供給体制等の情報を収集・評価し、その結果を

踏まえて採用する医薬品を決定するとともに、医薬品の供給不足が生じた場合にも適切に対応できる体

制を整備しています。 

医薬品の供給状況によって、投与する医薬品を変更する場合があります。変更が必要な際は、その理由

や内容を患者さんへ十分に説明します。 

区 分 点 数 

地域支援・外来医薬品供給対応体制加算 1（1処方につき） 8点 

 


